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世界中の一流のスポーツ選手がソチに集まって競った冬季オリンピックをテレビで観て、たくさんの感動

をいただいた２月でした。その中でも、選手の人たちがそれぞれ口にされていたのが、自分を支えてくださ

った人への感謝の言葉でした。養護教諭会も、会員の皆様に支えられていることを痛感する毎日です。この

1年間、ありがとうございました。そして、これからもどうぞよろしくお願い致します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「原点を大切に」 

                                        山口市立鴻南中学校 養護教諭 山根美奈子 

 周りの人から「退職ですね」と言われても、この時期になってもまだ実感がわかない日々。子供たちのいない

毎日がどんなものなのか…多分、その実感は、４月５月と過ぎていく中で湧いてくるものかもしれません。ただ、

３８年間務めた今、若い方に対してよく口にするのは「仕事に真摯に、子どもに謙虚に」という言葉です。 

 年を重ね、経験を積むことで、自分は分かっているという勝手な解釈で仕事をこなし、生徒を一方的な目線で

判断してしまわないように、１つ１つの仕事、一人ひとりの子供をきちんと丁寧に見て、そこで始めて経験の知

を生かし、何が必要なのか、どう動けばいいのかを判断していってほしい…そんな思いの言葉です。 

 幸いなことに私の周りにいてくださった養護教諭の仲間は、いつもしっかりとした目線で仕事や子供と向き合

っておられました。そして、その先生方の言葉に、仕事や子供に対しての姿勢を感じさせられました。「真摯」

や「謙虚」という言葉もその先生方から学んだ気がします。 

 とは言え、私自身については反省することばかり。決して人にものが言える立場ではありませんが、これから

の時代に養護教諭が担うものの大きさを感じれば感じるほど、原点を大切にする姿勢を持ち続けてほしいと願っ

ています。 

 趣味らしいものもなく、ひたすら養護教諭で走った３８年間。後悔をしているわけではあ   

りませんが、「私にはこの道しかなかったな」と一人苦笑いの昨今です。どうぞ先生方も、 

養護教諭としての人生を豊かに後悔のないものにされますように。そして、山口県養護教諭 

会がますます発展されることを願っております。長い間有難うございました。 

「新採１年目を終えて」 

大津緑洋高等学校 大津校舎（高校長北支部理事） 安村咲子   

「私が理事！？」と３月の引き継ぎの時に衝撃を受け、１回目の理事会にもかなり緊張して参加したのを覚えて

います。「支部会員の先生方へ正確な情報を伝えられているだろうか？」、「調査研究事業についてうまく説明で

きるだろうか？」、「何かぬけていることはないだろうか？」と不安になるごとに、役員の先生方、他の支部理事

の先生方、支部会員の先生方にたくさん連絡をしました。こんな何も分かっていない、迷惑をかけてばかりの私

に、養護教諭の先輩方はいつも優しく教えてくださり、さらにあたたかいお言葉もたくさんいただきました。 

そして新規採用者研修。一つ一つの研修が、養護教諭として歩み始めたんだなという自覚や「まだまだ頑張らな

いと！」という強い思いがわいてくるものでした。何より、悩みを分かち合い、これからもずっと支え合ってい

ける素敵な同期と出会うことができました。 

この１年なんとかやってくることができたのは、先輩養護教諭の方々、職場の先輩教員、同期といった、尊敬

できる素敵な方々の支えがあったからだと思い、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。これからもこのつながり

を大切に、自分自身のネットワークを広げていきたいと思います。 

まだまだ課題はたくさんあります。これからも「自分にできることは何だろう？」と問い続け、感謝の気持ちと

謙虚さを持ち、前進していきたいと思います。 
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おめでとうございます 

 

富田西小学校 養護教諭 磯崎佳子 

パソコンが得意なわけでもなく、インターネットというものについての知識があるわけでもなく、ただ

単純に「ホームページって、どうやって作っているのだろう？」という興味だけで、ホームページ編集委

員に立候補してしまいました。そんなド素人ゆえに、当然戦力になるはずがありません。編集委員会のと

きは毎回、授業についていくのが精一杯といった状態でしたが、そこは自分が今まで知らなかった世界だ

ったので、とても新鮮で、いつもワクワクしながらいっぱい驚きいっぱい感動できる場でした。普段、一

人で仕事をしている時間が長いせいか、仲間と一緒に考えて作っていくのはほんとに楽しくて、充実した

時間を笑顔で過ごさせてもらいました。そして何より、やさしくご指導くださった神村校長先生をはじめ

編集委員の先生方には、たくさんの技を伝授していただき、とても感謝しています。自分の力不足で、そ

の全てを吸収し生かすことができなかった悔いは残りますが、勇気を出して挑戦したことで、悔い以上に

多くの貴重な財産が残りました。２年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳山高等学校 養護教諭 水嶋佳子 

年に３回の編集委員会は、神村先生や先輩 HP 編集委員先生方のご指導のもと、パソコンやホームペー

ジ編集の技術はもちろん、他にも普段の執務の中では学べないようなことを楽しく学ぶことができました。

先生方には掲載用の写真撮影やコメントをお願いした時に、快く引き受けてくださりありがとうございま

した。２年間編集委員を務めさせていただいて、「なつみかん」は養護教諭の先生方のご協力があって、成

り立っていると感じることができました。ありがとうございました。 

編集委員も多くの先生方に興味を持ってみていただけるよう改善に取り組んでいるところです。トップ

ページもかわいくリニューアルされたので、ぜひご覧になってください。悩んだ時にホームページを開い

たら何かヒントが見つかる！他の先生方とのつながりを感じられる！元気になれる！そんなホームページ

になっていったら良いなぁと思います。 

 

 

 

 

 

★山口県学校保健連合会学校保健功労者表彰 

萩高等学校 養護教諭 梅地 智子  先生  

★山口県優秀教員 

  周南市立福川南小学校 山崎 淳代先生 

 

学校保健功労者表彰表彰★ 

「研修を振り返って」 

                                 下関市立長府中学校 上野聡子 

 この一年間、研修委員として「仲間とともに振り返る実践研究のすすめ」を６人で実践してきました。正

直、悩み苦しみながら原稿完成に至りました。一筋縄ではいかない試行錯誤を重ねながらも児童・生徒とと

もに考え日々の実践に重ね、また改善策を考えての一年間でした。 

 振り返りますと、ここまでやってこられたのは、仲間がいたからこそだと感じます。保健室で、一人で実

践してもなかなか思うようにはいかなかったでしょう。皆で話し合いを重ね連絡を取り合い、次回はここま

では頑張ろうという助け合いがあったからこそ成し遂げられたものだと思います。 

 実践研究といわれると、自分には難しいと感じでしまうことが多かった私ですが、実際に行ってみて、日々

の生活の中で子供たちの生活をよりよいものにしていきたいと思う気持ちがあれば、誰にでも小さな日々の

実践からできるものだと感じました。 

 個性あふれる仲間に出会え、とても充実した一年を送ることができました。また、役員の先生方にもアド

バイスをいただくことができ、自分のもっていない違った見方に気づかせていただきました。研修委員にな

り、自分自身との戦いも多く嫌になることもありましたが、成長させていただいた一年間でもありました。

本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全全国国養養護護教教諭諭連連絡絡協協議議会会  第第１１９９回回研研究究協協議議会会  復復伝伝    

        日時：平成 26年２月 21日（金） 場所：メルパルク東京 

 ★ 特別講演 「地上最高の星空づくりを目指して～MEGASTAR開発ストーリー～」 

 プラネタリウム・クリエーター（有）大平技研代表取締役 

 和歌山大学客員教授 相模女子大学客員教授 大 平 貴 之 

子供の頃は忘れ物が多く、興味を持ったことのみ夢中になるので、周囲からは困った 

存在と思われていたそうですが、物の成り立ちや仕組みに興味を持ち、植物を育てたり、 

ロケット制作など様々なことに取り組んでいたそうです。そんな少年時代にプラネタリ 

ウムに興味を持ち、世界最高峰のプラネタリウム「MEGASTAR」を完成させるに至った経緯と今後の展望

を話されました。子供の夢や能力を引き出すために大人としてどうかかわっていけばいいのか考える時間と

なりました。 

 

★ 基調講演 「健康教育の推進と養護教諭の役割」 

 文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課 

 健康教育企画健康教育調査官        岩 崎 信 子  

     養護教諭に求められている役割とは 

（１） 多様化した児童生徒の心身の健康問題への支援および指導的役割 

（２） 健康・安全に関する危機管理における指導的役割 

（３） いじめ・不登校・児童虐待等の早期発見、早期対応 

（４） 組織的な健康相談の推進 

（５） 学校保健活動のセンター的役割を果たしている保健室経営の充実 

これからの養護教諭は、学校保健活動全体に効果的な役割を果たすため、保健室だけではなく、学校全 

体を視野においた保健室経営に取り組む必要がある。 

     基本を見直して、学校になくてはならない養護教諭として存在し、学校に元気よく登校してきた子ども

が無事に毎日家に帰ることができるようにして欲しいと言われました。 

 

★ フォーラム 「養護教諭の専門性の深化を求めて」 

      コーディネーター  

       千葉大学教育学部 教護教諭養成課程  教授 岡 田 加奈子    

      シンポジスト 

       千葉県香取市立佐原小学校 養護教諭   小 林 芳 枝 

       大阪市立御幸森小学校   指導養護教諭 松 永 かおり  

       静岡市立伝馬町小学校   養護教諭   秋 澤 真 里 

   コーディネーター  

    岡 田 加奈子先生より・・・ 

    養護教諭の専門性の深化とは、専門性が高度で、より優れた状態に変えていくことである。   

救急処置などの新しい知識や技術を学ぶには、研修会等に参加しなければ獲得が難しい実践力もある。  

しかし、学ぶ機会は、研修会のみではない。教諭がお互いの授業を見合って検討する授業研究のように、お 

互いの保健室を訪問したり、保健室実践を観察し合ったり、さらにはお互いに保健室実践のビデオ撮りをし 

たものを検討し合ったりすることも重要な研修である。校区で定期的に集まり、情報交換等をする地区もあ 

る。これらの研修は、情報交換や学びあうということのみならず、困難点の解決方法を話し合ったり、養護 

教諭でしかわかり合えない問題等の解決などとともに、ストレス発散の場にもなったりする。また、連携・ 

協働といった視点からは、養護教諭のみならず、他の職種との交流ができる機会も重要な研修の場である。 

今後若い世代の養護教諭や教諭が増え続ける中で、養護教諭全体としてのレベルアップと元気の出るような 

自主的な研修の場などの仕組み作りは重要であろう。 

 目の前の子どもたちを見つめながら、日本の、世界の、そして未来の子どもたちにつなげる実践を追求で 

きる養護教諭を目指して欲しい。 


